
 

 

 

 

 

 

西播磨地域の緑条例運用指針 

―地域環境形成基準等の解説― 
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はじめに 
 

西播磨地域は、臨海部には姫路、龍野、相生、赤穂などの都市市街地が広がり、中山間部には

山崎、佐用などに市街地集積があるものの大半は自然豊かな農山村で構成される地域です。 

西播磨地域は、播磨の国の西北端にあたり、因幡街道を通じて岡山・山陰方面との交流の歴史

があり、農林業を主としながらも比較的早くから交易など都市的な活動が盛んでした。また、環

境面では、緑豊かな森林が広がり、千種川や揖保川の母なる清流が涵養
か ん よ う

され、水と山の恵みが人々

の暮らしを支えてきました。また、三室山や千種川、あるいは鎮守の森などには貴重な自然が残

り、人と自然の共生の場ともなってきました。 

こうした中山間地域では、人口減少、少子高齢化に伴い集落等の活動の低下、農林業の担い手

不足等が生じ、地域づくり、地域経営の観点から問題となっています。また、工場や別荘、レク

リエーションなど新たな開発は雇用の創出などに寄与しているものの、そのすべてが地域環境の

魅力向上につながっているとはいえない状況にあり、改めて地域づくりのあり方が問われていま

す。 

一方、近年の新たな潮流として、都市住民が身近に自然に触れられる場、グリーンツーリズム

等の場、二酸化炭素（CO2）吸収など地球環境保全の場、多自然居住の場など、中山間地域の自然

環境や農村環境が多面的に見直されつつあります。 

このような状況のなかで、地域振興や活性化を目指して、地域の力を結集するとともに、地域

内外の効率的な交流・連携を図っていくことが必要とされています。このため、森や川、歴史・

文化資源などの緑豊かな地域環境の保全を基調としながら、新たな循環型地域環境を育成・創出

し、開発を適切に誘致・誘導するため、適正な土地利用のあり方を示すことが重要です。 

兵庫県では、西播磨地域を「緑豊かな地域環境の形成に関する条例（緑条例）」に基づく緑豊か

な環境形成地域に指定し、森や川、歴史・文化資源などを将来にわたって保全しながら、その恵

みを生かして地域の活性化を図り、西播磨地域らしい緑豊かな地域づくりを、地域の方々の参画

のもとで進めています。 
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１ 緑条例の概要 
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緑条例とは、「緑豊かな地域環境の形成に関する条例」の略称です 

●緑条例とは、緑を軸とし、広域的な見地から土地利用を考えながら、自然と調和した地域環

境の形成を図ろうとする条例です。 

●この条例は、次の３つの視点から、自然に配慮した開発を誘導するとともに、住民主体のま

ちづくりを支援することにより、緑豊かな地域環境づくりを進めていくことを目的としてい

ます。 

  ・適正な土地利用の推進 

  ・森林、緑地の保全と緑化の推進 

  ・優れた景観の形成 

●西播磨地域では、地域の活性化を図ると共に、西播磨らしい緑豊かな地域づくりを、地域の

方々の参画のもとで進めていくため、県と地元市町とが協議し、平成 16 年 7 月に緑豊かな環

境形成地域（西播磨地域）に指定しました。 

 

緑条例のしくみ 

●緑条例では、地域の成り立ちや特性を踏まえ、地域環境づくりの基本方向を示すものとして

「地域環境形成基本方針」を定めています。この基本方針に基づいて、次の３つのしくみに

より、地域の特性を生かした緑豊かな地域環境の形成を図っていきます。 

 

□地域性豊かな土地利用の誘導 

●地域環境形成基本方針、土地利用の現況などを踏まえ、環境形成区域の区分（土地利用計画）

を定めています。この区域ごとに示された「土地利用及び環境形成の方向」に沿って、西播

磨らしい土地利用及び環境形成を誘導します。 

 

□開発の誘導（開発行為の許可・協議・届出の制度） 

●西播磨地域を次の７つの環境形成区域に区分し、それぞれの場所にふさわしい地域環境を形

成していくために、開発行為を行う際の基準（許可基準又は地域環境形成基準）を設定して

います。開発行為を行う時には、この基準に基づいてよりよい開発となるように、協議や届

出などの手続が必要となります。 

環境形成区域の区分  開発誘導の手続 
   

森を守る区域 → 条例に定められた基準に従って、開発行為は許可が必要 
   

森を生かす区域 

川とさとの区域 

伝統的なまちの区域 

高原の区域 

光都の区域 

→ 開発行為の内容についての協議を通じて誘導を図る 

   

まちの区域 → 開発行為の届出を受け、必要な指導助言を行う 
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□計画整備地区制度 

●この条例では、地域の住民のみなさんの自主性を尊重し、住民が主体となって進めているま

ちづくりを支援する制度があります。 

●区域の特性やその周辺環境に応じた質の高い整備のための計画やまちづくりの計画を策定し、

県に対してその計画の認定を求めることができます。計画が地域環境形成基本方針に適合し、

地域にふさわしいと認められた場合は、環境形成区域の制度とは別に、計画整備地区として、

行政や住民、事業者が一体となって、認定された計画を推進します。 

●なお、計画整備地区内では開発行為と合わせて建築物の建築の際にも届出が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・地形、流域、植生などの自然条件 
・歴史的な成り立ち 
・経済、社会的な条件 
などが共通する地域のまとまり 

西播磨環境形成地域 

 
地域の特性に応じた緑豊かな地域環境
の形成に関する基本的な事項 

地域環境形成基本方針 

 
地域環境形成基本方針、土地利用の現
況などを踏まえた土地利用の区分 

環境形成区域の区分 
(土地利用計画) 

 
それぞれの環境形成区域の特性
に応じて、緑豊かな地域環境に
ふさわしい開発を誘導 

開発の誘導 
 
集落や小学校区などのまとまり
のある地区における住民主体の
まちづくり 

計画整備地区制度 
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開発行為の許可・協議・届出の制度 

開発行為を行おうとするときは、緑条例の手続に先立って、事前に関係市町に申し出てくだ

さい。そして、緑条例により定められているゾーニングと運用指針に沿って、県民センター又

は関係市町と開発の適否、開発に伴う景観への配慮などについて事前協議を行ってください。

これは、開発を行うことを規制又は抑制しようとするものではなく、地域活性化のためには開

発は必要なものであるとの立場に立ち、適正な土地利用の推進を図ろうとするものです。 

また、緑条例は、公益の代表である知事又は市町長が事業者と同等の立場に立ち、あるべき

地域環境を共に考え、お互いの話し合いに基づく協議・協定制度を採用しています。事前協議

が整った場合は、「地域環境の形成に関する協定」の手続を経て、開発行為を実施してください。 

 

□緑条例の対象となる開発行為とは 

●この条例では、主として建築物の建築又は特定工作物の建設の用に供する目的で行う土地の

区画形質の変更を、対象となる開発行為としています。 

 

□次のような場合は、緑条例の対象とはなりません 

○開発行為の面積が 1,000 ㎡（１号区域は 500 ㎡）未満の開発行為 

○自己の居住する住宅を建築する目的で行う開発行為 

○非常災害のために必要な応急措置として行う開発行為 

○通常の管理行為、軽易な行為 

 

□開発を行う場合には 

●市町、県との協議、届出等の手続が必要です。 

●環境形成区域ごとに定められた「許可基準」又は「地域環境形成基準」をもとに、開発地の

森林の保全や建物の周辺の緑化などが必要となります。 

該当区域  手続  許可・協議・届出の内容 
   

森を守る区域 → 
開 発 行 為 

の許可申請 → 

条例に規定された許可基準に定めるところにより

許可を受ける必要があります（許可にあたっては、

審議会の意見を聴くこととしています）。 
    

森を生かす区域 

川とさとの区域 

伝統的なまちの区域 

高原の区域 

（光都の区域）※ 

→ 
開 発 行 為 

の協議申請 → 

地域環境形成基準をもとに

協議します。 
→ 

環境形成協定を

締結します｡ 

    

まちの区域 → 
開 発 行 為 

の 届 出 → 
地域環境形成基準からみて、必要がある場合は適切

な措置を講じるよう指導・助言を行います。 

※地区計画の区域では緑条例に基づく手続は不要です。 

 計画整備地区では認定計画に係る基準が適用されます。 
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開発行為の手続の流れ 

●開発行為にあたっては、該当する区域に応じて、あらかじめ許可又は協議協定もしくは届出

の手続が必要です。このため、県民センター又は市町と十分相談して、開発の計画をつくっ

てください。開発行為の手続の概要は次のとおりです。 

 

（ ■許 可 ・ ●届 出 ・●協議申請・■許可/協議申請・ ■共 通 ） 

 

■県 民 センターや市 役 所 または町 役 場 と十 分 相 談 して開 発 の計 画 を作 ってください。 

■許可申請書、協議書、届出書は市役所または町役場へ提出してください。 

   許可に係る案件または開発区域の面積が 3,000 ㎡以上のものは、市役所

または町役場から県民センターへ送付します｡ 

■許可に係る案件の審査は、県民センターで行います。 

   

●協議や指導・助言は、開発区域の面積に応じて、次のところで行います。 

  3,000 ㎡未満－市役所または町役場 

  3,000 ㎡以上－県民センター 

●開 発 行 為 の内 容 について、地 域 環 境 形 成 基 準 をもとに協 議 します。  

（計画整備地区制度により、基準に適合していなくても認められる場合があります） 

●協議の後、次のような項目などについて協定を締結します｡ 

森林の保全や緑地の確保など開発行為の内容 

開発行為に関する工事が完了した場合の手続 

協定の有効期間 

協定に違反した場合の措置                など 

 

■許可に係る案件については、審査の後、景観審議会に諮られます。 

■許可の場合は、許可通知書を交付します。 

不許可の場合は、個別に不許可理由を記載した通知書を作成します。 

   開発行為の届出内容が地域環境形成基準に適合しないと認められると

きは、適切な措置を講ずるよう指導または助言します｡ 

 

■この条例以外に必要となる許認可等を得てから開発の工事に着手してください。

 また、届出の場合は､受理後に工事に着手してください。 

■完了届出書を市役所または町役場に提出していただきます｡ 

 

■開発行為が完了した後は、森林、緑地等の維持管理に努めてください。 

景観審議会 
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許可申請・協議申請・届出等に必要な図書 

許可申請、協議申請、届出は、許可申請書、開発行為協議書または開発行為届出書に次の書

類を添えて、原則として正本１部、副本２部、あわせて３部を提出してください｡ 

図 書 の 種 類 明 示 す べ き 事 項 許可 

申請 

協議 

申請 

届出 

1 設 計 説 明 書 (1)事業の目的 (2)環境形成区域の名称 (3)土地の現

況 (4)土地利用計画 (5)現況地形 (6)造成計画(切

土及び盛土) (7)設計に当たって配慮した周辺の主要

な展望箇所 (8)森林及び緑地の配置方針 (9)予定建

築物等の配置方針 (10)造成法面の緑化修景方針 

(11)擁壁等の緑化修景方針 (12)その他の緑化修景方

針 

○ ○ ○ 

2 位 置 図 (1)開発区域の位置 (2)周辺の土地利用及び地形の状

況 (3)周辺の道路、市街地、集落地及び主要公共施設

の位置及び名称 

（縮尺１/10,000 以上） 

○ ○ ○ 

3 現 況 図 (1)開発区域の境界 (2)地形及び土地利用の状況 (3)

現況森林の存する部分及びその主な樹種 (4)現況植生

の状況 

（縮尺 1/2,500 以上） 

○ ○ ○ 

4 土地利用計画図 (1)開発区域の境界 (2)予定建築物等の敷地の形状及

び規模 (3)敷地に係る予定建築物等の用途、配置及び

高さ (4)公共公益施設の位置及び形状 (5)開発区域

内に保全される森林及び緑地並びに新たに設けられる

森林及び緑地の位置、形状及び面積 (6)新たに設けら

れる森林、緑地その他の土地に係る植栽計画 

（植栽計画には、植栽樹種､植栽密度等を明示すること。） 

（縮尺 1/1,000 以上） 

○ ○ ○ 

5 造成計画平面図 (1)開発区域の境界 (2)法
のり

面の位置、形状及び勾
こ う

配 

(3)擁壁、排水施設及び道路の位置及び形状 (4)切土又

は盛土をする土地の部分 

（法面とは、切土又は盛土によってできる人工的な地盤

の傾斜面をいう。） 

（縮尺 1/1,000 以上） 

○ 

  

6 造成計画断面図 切土又は盛土をする前後の地盤面 

（高低差が２メートル未満の場合は、省略できる。） 

（縮尺 1/1,000 以上） 

○ 

  

7 現況カラー写真 開発区域及びその周辺の状況 

（近景及び遠景の写真を添付すること。） ○ ○ ○ 

8 土地の登記事項 

証明書 

(1)土地の所在、地番、地目及び地籍 (2)土地に係る権

利の内容及び権利者 ○ 
  

9 地籍図 開発区域及びその周辺の地番、里道及び水路並びに開発

区域の境界 
○ 

  

10 土地所有者等関係 

権利者の同意書 

（同意者の印鑑証明書またはその写し及び同意をした

経緯を示す図書(同意をした者の連絡先(電話番号等）を

記載したもの）を添付すること。） 

○ 
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２ 西播磨地域における緑豊かな地域環境づくりの基本的な方向 
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西播磨地域の景観の特徴 

●西播磨では、三室山、藤無山、段ヶ峰、雪彦山、黒尾山、大撫山などを代表とする山並みの

中に、揖保川、千種川に代表される大小の河川が、複雑な谷筋を形成し、谷筋と谷筋の合流

部付近には盆地状の平野が広がっています。人々は、それぞれの谷筋に生産や生活のよりど

ころとなる「集落」をつくり、盆地状の平野に中心性のある「まち」をつくってきました。 

●山の奥から谷筋、盆地が交互につながり、広い平野部に至るまでの彫りの深い通路状の平地

こそがこの地域の人々の暮らしの場であり、播磨の奥座敷といわれるゆえんともなっていま

す。 

●河川に沿って広がる農地の中に点在する集落とまちは道で結ばれ、農地と集落は生産活動に

おいて、また各集落とまちは、生活・交流において密接にかかわりをもっています。この河

川の流れによって上流と下流に方向づけられ、両側を山並みにはさまれた河川と農地、集落

等は、相互にかかわり合い視界の限定された奥行き感のある通路的な景観を形成しています。 

●その奥行きのある景観は、ここに住む人々が、自然の条件を尊重しつつ、生産し、居住する

という永い営みを通して生み出され継承してきたものであり、これら全体が、自然、人、時

間が編み上げてきた一つの風景といえるものです。このような地域の景観には、自然環境が

もつ美しさ、人々の生産、生活に伴った秩序を反映した美しさ、そして地域の文化が醸し出

す伝統的な美しさを感じることができます。 

 

     

切り立った山々に囲まれた 
川や街道沿いの集落 

 
 

 

 
交流の歴史を伝える 

伝統的な町並みや建物群 
 

盆地に広がる市街地 
 

  
斜面地を利用した 

棚田の風景 
 

 

母なる川、千種川・揖保川と 
暮らしが密接に結びついた風景  

 
 

中国山地の威厳のある連峰、母なる清流の源 自然特性を生かした高原やスキー場 
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西播磨地域の特徴的な景観タイプ 

●西播磨地域では、山地、河川などの自然環境、農地や集落での自然と向き合う営み、市街地

での自然を背景にした暮らしなどにおいて、特徴的な景観がみられます。 

●こうした景観タイプとその組み合わせとしての景観構造を、将来にわたって継承し、より魅

力的なものとしていくことで、西播磨らしい緑豊かな地域環境をつくることができます。 

 

①山地の緑景観 

・連続する山稜
さんりょう

、緑のスカイライン 

・どっしりとした山容、自然の雄大さ、渓谷、

滝、ダム湖 

②山間の市街地景観 

・河川と道路沿いの線状の市街地 

・森林が背景に迫る 

  
③山間の農業集落景観 

・家屋は山際に、好条件地は農地に 

・谷地の棚田利用、石積み 

④平たん地の市街地景観 

・中心性のあるコンパクトな市街地 

・森林、樹林地、鎮守の森、農地との区分 

  
⑤平たん地の農業集落景観 

・川沿いの広がりあるさと 

・家屋は山際、街道筋、谷戸などに 

・川沿いは農地 

⑥河川周辺の景観 

・千種川、揖保川の流れ 

・豊かで雄大な自然 

・生活文化とのつながり 
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地域づくりの基本方向 

①自然環境を保全・活用した地域づくり 

（自然を保全し、自然の恵みを生かした地域づくりを進める） 

②自律的で誇りうる地域づくり 

（地域の魅力を掘り起こし、幅広い交流に支えられた地域づくりを進める） 

③自然や景観と調和した開発の誘導 

（新たな開発と地域環境とが調和し、地域の魅力を高めていく地域づくりを進める） 

 

めざす地域環境のイメージ 

『環境王国』の豊かな自然に根ざした『みんなのふるさと』環境の形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域環境形成の基本方向 

①森と川の地域環境づくり 

（農林業の振興、環境に配慮した生活、流域としての広域の取組などにより、地域の存立基盤

である森と川を基調とする良好な地域環境を形成する） 

②自律による地域環境づくり 

（地域住民の主体的な参画による地域の歴史文化などの再発見・活用、河川や里山などの美化・

活用など、自らの地域に誇りと愛着を持てる地域環境を形成する） 

③交流の地域環境づくり 

（川や渓谷、森林、棚田、田園など、自然の恵み豊かな環境を、レクリエーションや癒やし、

自己実現などの場として利活用し、地域住民と都市住民の連携・交流による活力ある地域環境

を形成する） 

④快適な地域環境づくり 

（自然とのふれあい、緑や歴史あふれる景観、地域資源を生かした交流、快適な生活空間など

を保全・育成し、地域の人々が快適に住み続けられる、また訪れる人があこがれるような地域

環境を形成する） 

⑤魅力ある地域環境づくり 

（都市的な開発や新たな施設整備、道路や河川の整備、公的建築物などは、自然や地域景観に

調和したものに整備・充実し、地域の活力と新しい魅力ある環境を創造する） 

＜地域環境イメージ＞ 

中国山地の威厳ある連峰とそこを源流とす

る揖保川、千種川などの川がふるさと景観の骨

格となり、日常生活や地域産業と深く結びつい

て地域の営みを支えている。多くの支流に沿っ

た谷筋では、山並み、農地と調和する集落や家

並みが形成され、点在する盆地市街地とともに

西播磨地域の景観を特徴づけている。 

また、新しいまちや施設は森林や川、田園、

集落などのふるさと景観にとけ込み、地域の魅

力を高めている。 

こうした豊かな環境、魅力的なふるさと景

観、自然の恵みが、様々な人をひきつけ、地域

への愛着を源とする多様な交流を育み、地域の

活力を高めている。 
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環境形成区域の区分（ゾーニング） 

 
区域名称 区域の概要 区域のイメージ 

森を守る 

区域 
(１号区域) 

地域の骨格となるスカイラインを形成する山、大規模な

山体を有する山、地域のランドマークとなり人々に親しま

れている山など、風景形成の観点から特に重要な山地森林

の区域です。 

森林としての土地利用を通じて形成される緑豊かな環境

の保全を図っていきます。 

 

森を生かす

区域 
(２号区域) 

山地森林の山裾で、比較的傾斜が緩やかなまとまりのあ

る現況森林の区域です。 

森林としての土地利用を通じて森林が持つ経済的機能及

び公益的機能の発揮を図るとともに、レクリエーションや

交流など自然とのふれあいの場となるよう整備誘導を図り

ます。 

 

川とさとの

区域 
(３号区域) 

現況の農地を主体とする区域で、集落やため池、河川な

どを含む区域です。 

農業の営みを通じて農地が持つ多面的な機能の発揮を図

り、農地、樹林地、集落等が調和した地域環境の形成を図

るとともに、地域環境に調和した開発を誘導し、地域の活

性化を進めます。 

 

まちの区域 
(４号区域) 

既成市街地の区域と、計画的に市街地整備を図る区域で

す。 

開発を誘導して都市的機能の充実と良好な市街地環境の

形成を図っていきます。 

 

伝統的な 

まちの区域 
(２項区域) 

かつての城下町、宿場町、街道筋など人々の営みにより

伝統的で特徴のある町並みや建物群が残っている区域で

す。 

歴史的な町割や町並み、文化的資源などを活用したまち

づくりを進めます。 

 

高原の区域 
(２項区域) 

高原としての自然特性を生かし、地域と都市の人々との

交流の拠点となっている区域です。 

優れた自然特性を保全活用し、スポーツ、レクリエーシ

ョン施設、交流施設などの整備誘導を図ります。 

 

光都の区域 
(２項区域) 

播磨科学公園都市として計画的に整備推進を図る区域で

す。開発を誘導し、先端技術、学術研究及び良好な居住機

能を総合的に備えた新たなまちづくりを進めます。 
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３ 運用指針 
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運用指針の目的と利用方法 

 

●開発行為を行う場合には、緑豊かな地域環境を実現するため、施設の配置や緑化の方法等に

ついて定めた一定の基準に従い、実施していただく必要があります。この開発行為の実施に

あたって配慮すべき事項が、許可基準や地域環境形成基準として定められています。 

●森を守る区域で開発行為を行う場合は開発許可基準に適合していることが、それ以外の区域

で開発行為を行う場合は地域環境形成基準と同等以上となることが求められます。 

●この運用指針は、許可基準や地域環境形成基準を正しく理解していただくために、具体的な

整備例などを用いながら解説したものです。土地の造成や新たな施設の建設を計画するとき、

あるいは自治会やまちづくり協議会等で地区のまちづくりを行うときなどに活用してくださ

い。 

 

・開発を行おうとするときは事前に関係市町に申し出てください。 

・県民センターまたは市町と事業者は、運用指針に基づいて開発計画について協議します。 

・開発を行う場合には、この緑条例のほか、農業振興地域の整備に関する法律、農地法、

森林法、自然公園法、都市計画法などの手続が必要です。 

 

 

 

・運用指針は７つの区域ごとにまとめて掲載しています。 

 

・事業の計画地がどの区域にあるかで、適用となる基準が異なります。 

 

・四角い二重線枠    で囲んでいるのは、西播磨地域環境形成基準の本文

です。その後に、基準の解説を掲載しています。 

 

 

 

【運用指針の見方】 
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１号区域（森を守る区域）における許可基準 

 

●許可基準（１号区域＜森を守る区域＞で開発行為を行う場合に適用）：条例第 17 条 

 

（注※）１．４．５の項目の技術的細目には次の但し書きの緩和規定があります。 

ただし、当該開発区域における開発行為に公益上の必要性があり、かつ、当該開発区域の規

模、形状及び周辺の状況、当該開発区域内の土地の地形及び地盤の性質並びに予定建築物等

の用途、敷地の規模及び配置からみてそれぞれの規定を満足することが困難であると認めら

れる場合は、この限りでない。 

 

開発許可の基準 技術的細目 

１. 緑豊かな地域環境の形成のために必要な相当規

模の森林が開発行為をする土地の区域内に保存

されるよう設計が定められていること。（注※） 

開発区域の面積の 50 パーセント以上を占める

森林が、当該開発区域内に保全されていること。 

２. 開発区域内に存する貴重な植生が保全されるよ

うに設計が定められていること。 － 

３. 開発区域内の優れた景観の構成要素となるべき

地形及び植生が保全されるように設計が定めら

れていること。 

開発区域内に次に掲げる箇所が含まれる場合に

あっては、当該箇所の地形及び植生が保全されて

いること。ただし、当該箇所の改変が軽微で優れ

た景観の保全上の支障がないと認められる場合

は、この限りでない。 

 独立峰の頂部、尾根の山地突起部で平野部又は

水面に対して突出したもの等視覚的に明瞭な地形

を有する箇所。 

 連続した稜線のうち、周辺から展望した場合に

尾根の輪郭線を構成している箇所。 

 優れた樹容を有する樹木が存する箇所。 

４. 開発区域内の建築物等が、主要な道路、航路、

市街地等からの展望を妨げないように適正に配

置されるように設計が定められていること。（注

※） 

開発区域内の建築物等が主要な道路、航路、市

街地等から３の(１)から(３)までに掲げる箇所を

展望することを妨げないように適正に配置されて

いること。 

５. 開発区域内の建築物等及び開発行為によって生

じることとなる法面が優れた景観の形成上の支

障とならないよう、主要な道路、航路、市街地等

からみて相当の緑量を有する森林が当該建築物

等及び法面の前面に配置されるように設計が定

めらてれていること。  （注※） 

主要な道路、航路、市街地等からみて開発区域

内の建築物等及び開発行為によって生じることと

なる法面がおおむね望見し得ないように森林が保

全され、又は樹木もしくは樹種の苗木が植栽され

ていること。 
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□地域環境形成基準の一覧表（森を守る区域以外で開発行為を行う場合に適用） 

 森を生かす区域（→18p） 川とさとの区域（→27p） まちの区域（→37p） 

森 林 の
保全 

開発区域の面積に対して、原則として、次の表に
掲げる割合以上の面積の森林が当該開発区域内に
保全されること。ただし、良好な地域環境の形成に
資すると認められる場合は、新たに造成することと
なる森林の面積を含むことができる。 
開発区域の面積 森林の面積の割合 
5.0ha 以上 50％ 
1.0ha 以上 5.0ha 未満 40％ 
1.0ha 未満 30％ 

 

  

緑 地 の
確保 

 

次に掲げる緑地が開発区域内に確保されること。 
(1) 開発区域の面積（開発区域内に屋外運動競技場

がある場合にあっては、開発区域の面積から屋
外運動競技場の面積を控除することができ
る。）に対して、原則として、20 パーセント以
上の面積の緑地 

(2) 屋外運動競技場及び周辺からみて景観上支障
がない箇所を除き、開発区域の境界に沿って、
原則として、次の表に掲げる幅員以上の緑地
（予定建築物等に応じた相当の緑量を有する
樹木が適切に配置されるなど周辺からみて景
観上有効な措置が講じられる場合又は予定建
築物等の形態及び意匠が周辺の景観と調和す
ると認められる場合は、この限りでない。） 

開発区域の面積 周辺緑地帯の幅員 
5.0ha 以上 ５メートル 
1.0ha 以上 5.0ha 未満 ４メートル 
0.3ha 以上 1.0ha 未満 ３メートル 
0.3ha 未満 ２メートル 

 

開発区域の面積（開発区域内に屋外運動競技場
がある場合にあっては、開発区域の面積から屋外
運動競技場の面積を控除することができる。）に対
して、10 パーセント以上の面積の緑地が当該開発
区域内に確保されるよう努めること。 

ただし、開発区域の面積が 0.3 ヘクタール未満
の場合で、樹木が適切な箇所に配置される場合は、
この限りでない。 

地形、植
生 の 保
全 

（地形、森林等の保全） 
開発区域内に次に掲げる箇所が含まれる場合に

あっては、当該箇所の地形、森林等が保全されるこ
と。ただし、その改変が軽微で景観の形成に支障が
ない場合は、この限りでない。 
(1) 独立峰の頂部、平野部又は水面に対して突出し

た尾根筋の突端部等視覚的に明確な地形を有
するもののうち、優れた景観の構成要素となっ
ている箇所 

(2) 連続した稜線のうち、周辺から展望した場合に
当該山系の輪郭線を構成している箇所 

(3) 優れた樹容を有する樹木及び貴重な植生が存
する箇所 

（樹木等の保全） 
開発区域内に次に掲げる箇所が含まれる場合に

あっては、当該箇所の樹木等が保全されること。た
だし、その改変が軽微で景観の形成に支障がない場
合は、この限りでない。 
(1) 良好な地域環境を形成している樹林 
(2) 優れた樹容を有する樹木及び貴重な植生が存

する箇所 
(3) 地域に親しまれている樹木が存する箇所 

（樹木等の保全） 
開発区域内に次に掲げる箇所が含まれる場合に

あっては、当該箇所の樹木等が保全されるよう努
めること。ただし、その改変が軽微で景観の形成
に支障がない場合は、この限りでない。 
(1) 良好な地域環境を形成している樹林 
(2) 優れた樹容を有する樹木及び貴重な植生が存

する箇所 
(3) 地域に親しまれている樹木が存する箇所 

貴 重 な
植生、既
存 樹 林
地 の 保
全 

森 林 等
の 維 持
管理 

開発区域内に保全された森林等は、適切に維持管
理されること。 

開発区域内に保全又は確保された緑地等は、適切
に維持管理されること。  

開発区域内に保全又は確保された緑地等は、適
切に維持管理されるよう努めること。 

森 林 と
建築物 

開発区域内の森林と予定建築物等は、次に掲げる
ところによるものとする。 
（1）予定建築物等と調和した景観を形成するよう

樹木が適切に配置されること。 
（2）大規模な予定建築物等にあっては、主要な道

路、集落等からみて相当の緑量を有する樹木が
その前面に配置されること。 

（3）宅地分譲に係る開発行為にあっては、建築後、
森林景観と調和するよう宅地の規模及び形状
が適切に計画されること。 

  

建 築 物
と緑地 

 開発区域内の緑地又は樹木と予定建築物等は、次
に掲げるところによるものとする。 
(1) 予定建築物等と調和した景観を形成するよう

緑地又は樹木が適切に配置されること。 
(2) 大規模な予定建築物等にあっては、主要な道

路、集落等からみて相当の緑量を有する樹木が
その前面に配置されること。 

(3) 宅地分譲に係る開発行為にあっては、建築後、
一定の緑地が宅地内に確保されるよう宅地の
規模及び形状が適切に計画されること。 

開発区域内の緑地又は樹木と予定建築物等は、
次に掲げるところによるものとする。 
(1) 予定建築物等と調和した景観を形成するよう

緑地又は樹木の適切な配置に努めること。 
(2) 宅地分譲に係る開発行為にあっては、建築後、

一定の緑地が宅地内に確保されるよう宅地の
規模及び形状の適切な計画に努めること。 

道 路 沿
い 河 川
沿 い の
植栽 

開発区域内の次に掲げる箇所には、原則として、
景観の形成に有効な樹木が配置されること。 
(1) 主要な道路の沿道 
(2) 河川と開発区域との境界部 

開発区域内の次に掲げる箇所には、原則として、
景観の形成に有効な樹木が配置されること。 
(1) 主要な道路の沿道 
(2) 河川と開発区域との境界部 

開発区域内の次に掲げる箇所には、景観の形成
に有効な樹木が配置されるよう努めること。 
(1) 主要な道路の沿道 
(2) 河川と開発区域との境界部 

緑 地 植
栽の質 

開発区域内に樹木等を植栽する場合は、原則とし
て、地域に適合した多様な在来種が選定されること。 

開発区域内に樹木等を植栽する場合は、原則とし
て、地域に適合した多様な在来種が選定されること。 

 

土 地 の
造成 

開発行為によって大規模な地形の改変が生じな
いよう、また、周辺の景観と調和するよう土地造成
が適切に計画されること。 

開発区域が優れた景観を形成している棚田等に
隣接する場合にあっては、周辺の景観と調和するよ
う土地造成が適切に計画されること。 

 

擁 壁 等
の 緑 化
修景 

擁壁等の緑化修景は、次に掲げるところによるも
のとする。 
(1) 開発行為によって生じることとなる擁壁、排水

施設等の工作物にあっては、原則として、周辺
の景観と調和した仕上げ、樹木等による緑化修
景が行われること。ただし、周辺から望見し得
ない工作物で景観の形成に支障がないものは、
この限りでない。 

(2) 駐車場、屋外運動競技場等広い平面を生じる予
定施設にあっては、その周囲等適切な箇所に樹
木等が配置されること。 

擁壁等の緑化修景は、次に掲げるところによるも
のとする。 
(1) 開発行為によって生じることとなる擁壁、排水

施設等の工作物にあっては、原則として、周辺
の景観と調和した仕上げ、樹木等による緑化修
景が行われること。ただし、周辺から望見し得
ない工作物で景観の形成に支障がないものは、
この限りでない。 

(2) 駐車場、屋外運動競技場等広い平面を生じる予
定施設にあっては、その周囲等適切な箇所に樹
木等が配置されること。 

擁壁等の緑化修景は、次に掲げるところによる
ものとする。 
(1) 開発行為によって生じることとなる擁壁、排

水施設等の工作物で、かつ、周辺から容易に
望見し得るものにあっては、周辺の景観と調
和した仕上げ、樹木等による緑化修景に努め
ること。 

(2) 駐車場、屋外運動競技場等広い平面を生じる
予定施設にあっては、その周囲等適切な箇所
に樹木等を配置するよう努めること。 

法 面 の
緑化 

開発行為によって生じることとなる法面のうち、そ
の傾斜度が15度以上のものにあっては、原則として、
適切な手法で樹木を配置した緑化修景が行われるこ
と。ただし、周辺から望見し得ない法面で景観の形成
に支障がない箇所は、この限りでない。 

開発行為によって生じることとなる法面のうち、そ
の傾斜度が15度以上のものにあっては、原則として、
適切な手法で樹木を配置した緑化修景が行われるこ
と。ただし、周辺から望見し得ない法面で景観の形成
に支障がない箇所は、この限りでない。 

開発行為によって生じることとなる法面のうち、
その傾斜度が 15 度以上のもので、かつ、周辺から
容易に望見し得るものにあっては、適切な方法で樹
木を配置した緑化修景に努めること。 

建 築 物
の 形 態
意匠等 

予定建築物等にあっては、地形を生かして建築物を
分棟することなどにより、主要な道路、集落等からみ
て開発区域周辺の森林から著しく突出しないようそ
の配置、規模及び高さが適切に定められること。 

大規模な予定建築物等にあっては、開発区域周辺
の樹林等から著しく突出しないようその配置、規模
及び高さが適切に定められること。 
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 伝統的なまちの区域（→44p） 高原の区域（→54p） 光都の区域（→60p） 

緑地の
確保 

開発区域の面積（開発区域内に屋外運動競技場
がある場合にあっては、開発区域の面積から屋外
運動競技場の面積を控除することができる。）に対
して、原則として、10 パーセント以上の面積の緑
地が当該開発区域内に確保されること。ただし、
開発区域の面積が 0.3 ヘクタール未満の場合又は
塀等によりまち並みの連続性が確保される場合
は、この限りでない。 

開発区域の面積（開発区域内に屋外運動競技場
がある場合にあっては、開発区域の面積から屋外
運動競技場の面積を控除することができる。）に対
して、原則として、30 パーセント以上の面積の緑
地が当該開発区域内に確保されること。 

開発区域の面積に対して、原則として、30 パ
ーセント以上の面積の緑地が当該開発区域内に
確保されること。 

地形、
植生の
保全 
 

（樹木等の保全） 
開発区域内に次に掲げる箇所が含まれる場合に

あっては、当該箇所の樹木等が保全されること。
ただし、その改変が軽微で景観の形成に支障がな
い場合は、この限りでない。 
（1）良好な地域環境を形成している樹林 
（2）優れた樹容を有する樹木及び貴重な植生が存

する箇所 
（3）地域に親しまれている樹木が存する箇所 

（地形、樹木等の保全） 
開発区域内に次に掲げる地形、樹木等が含まれ

る場合にあっては、それらが保全されること。た
だし、その改変が軽微で景観の形成に支障がない
場合は、この限りでない。 
（1）連続した稜線のうち、周辺から展望した場合

に当該山系の輪郭線を構成している箇所 
（2）優れた樹容を有する樹木及び貴重な植生 

 

貴重な
植生、
既存樹
林地の
保全 

緑地等
の維持
管理 

開発区域内に保全又は確保された緑地等は、適
切に維持管理されること。 

開発区域内に保全又は確保された緑地等は、適
切に維持管理されること。 

 

建築物
と緑地 

開発区域内の緑地又は樹木と予定建築物等は、
次に掲げるところによるものとする。ただし、塀
等によりまち並みの連続性が確保される場合は、
この限りでない。 
（1）予定建築物等と調和した景観を形成するよう

緑地又は樹木が適切に配置されること。 
（2）大規模な予定建築物等にあっては、道路、市

街地等からみて相当の緑量を有する樹木がそ
の前面に配置されること。 

（3）宅地分譲に係る開発行為にあっては、建築後、
一定の緑地が宅地内に確保されるよう宅地の
規模及び形状が適切に計画されること。 

開発区域内の緑地又は樹木と予定建築物等は、
次に掲げるところによるものとする。 
（1）予定建築物等と調和した景観を形成するよう

緑地又は樹木が適切に配置されること。 
（2）宅地分譲に係る開発行為にあっては、建築後、

一定の緑地が宅地内に確保されるよう宅地の
規模及び形状が適切に計画されること。 

予定建築物等と調和した景観を形成するよう
緑地又は樹木が適切に配置されること。 

道路沿
いの植
栽 

  光都の区域内の主要道路の沿道には、景観の
形成に有効な樹木、緑地等が配置されること。 

緑地植
栽の質 

開発区域内に樹木等を植栽する場合は、原則と
して、地域に適合した多様な在来種が選定される
とともに、地域の伝統的な緑化手法に配慮される
こと。 

開発区域内に樹木等を植栽する場合は、原則と
して、地域に適合した多様な在来種が選定される
こと。 

開発区域内に樹木等を植栽する場合は、原則
として、地域に適合した多様な在来種が選定さ
れること。 

土地の
造成 

開発行為によって大規模な地形の改変が生じな
いよう、また、周辺の景観と調和するよう土地造
成が適切に計画されること。 

開発行為によって大規模な地形の改変が生じな
いよう、また、周辺の景観と調和するよう土地造
成が適切に計画されること。 

 

擁壁等
の緑化
修景 

擁壁等の緑化修景は、次に掲げるところによる
ものとする。 
（1）開発行為によって生じることとなる擁壁、排

水施設等の工作物にあっては、原則として、
周辺の景観と調和した仕上げ、樹木等による
緑化修景が行われること。ただし、周辺から
望見し得ない工作物で景観の形成に支障がな
いものは、この限りでない。 

（2）駐車場、屋外運動競技場等広い平面を生じる
予定施設にあっては、その周囲等適切な箇所
に樹木等が配置されること。 

開発行為によって生じることとなる擁壁、排水
施設等の工作物にあっては、原則として、周辺の
景観と調和した仕上げ、樹木等による緑化修景が
行われること。ただし、周辺から望見し得ない工
作物で景観の形成に支障がないものは、この限り
でない。 

擁壁等の緑化修景は、次に掲げるところによ
るものとする。 
（1）開発行為によって生じることとなる擁壁、

排水施設等の工作物にあっては、原則とし
て、周辺の景観と調和した仕上げ、樹木等
による緑化修景が行われること。ただし、
周辺から望見し得ない工作物で景観の形成
に支障がないものは、この限りでない。 

（2）駐車場、屋外運動競技場等広い平面を生じ
る予定施設にあっては、その周囲等適切な
箇所に樹木等が配置されること。 

法面の
緑化 

開発行為によって生じることとなる法面のう
ち、その傾斜度が 15 度以上のものにあっては、原
則として、適切な手法で樹木を配置した緑化修景
が行われること。ただし、周辺から望見し得ない
法面で景観の形成に支障がない箇所は、この限り
でない。 

開発行為によって生じることとなる法面のう
ち、その傾斜度が 15 度以上のものにあっては、原
則として、適切な手法で樹木を配置した緑化修景
が行われること。ただし、周辺から望見し得ない
法面で景観の形成に支障がない箇所は、この限り
でない。 

宅地内の造成によって生じることとなる法面
の部分には、隣接地の現況植生を考慮した適切
な植栽が行われること。 

街区の
形成 

  開発区域内に道路を設ける場合にあっては、
周辺市街地の街区構成と調和するよう適切に計
画されること。 

建築物
の形態
意匠等 

予定建築物等にあっては、主要な道路、集落等
からみて開発区域周辺の建築物等から著しく突出
しないようその配置、規模及び高さが適切に定め
られるとともに、周辺の景観と調和するようその
意匠、色彩等が適切に計画されること。 

予定建築物等にあっては、地形を生かして建築
物を分棟することなどにより、主要な道路、集落
等からみて山系の輪郭線を形成している稜線から
著しく突出しないようその配置、規模及び高さが
適切に定められること。 

予定建築物等にあっては、周辺の景観と調和
するようその意匠、色彩等が適切に計画される
こと。 

 

 

 

 

 

※播磨科学公園都市は、地区計画の区域で

あるため、緑条例に基づく手続は不要で

す。なお、別途、「播磨科学公園都市にお

ける建築物等の整備要綱」に基づく届出

が必要です。 
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森を生かす区域の運用指針 

 

基本的な考え方 

森を生かす区域は、現況の森林を主体とする区域であり、今後とも森林としての土地利用を通

じて、森林が持つ多面的な機能の発揮を図るとともに、レクリエーションや交流など自然とのふ

れあいの場として、森林と建築物等が調和した環境の形成を目指しています。 

この区域における開発にあたっては、開発・整備される建築物等を森林の環境と調和したもの

とし、区域の外から見て森林と調和した景観を形成することが大切です。 

○森林を適切に保全する 

○大規模な土地の改変が生じないように造成する 

○大規模な建物は、樹木の間から建物が見え隠れする景観を目指す 
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地域の特徴的な景観を壊さないよう開発地を選定しましょう 

地形・森林等の保全 
開発区域内に次に掲げる箇所が含まれる場合にあっては、当該箇所の地形、森林等が保全さ

れること。ただし、その改変が軽微で景観の形成に支障がない場合は、この限りでない。 

（1）独立峰の頂部、平野部又は水面に対して突出した尾根筋の突端部等視覚的に明確な地形を

有するもののうち、優れた景観の構成要素となっている箇所 

（2）連続した稜
りょう

線のうち、周辺から展望した場合に当該山系の輪郭線を構成している箇所 

（3）優れた樹容を有する樹木及び貴重な植生が存する箇所 

［解説］ 

●地形・森林等の保全について 

・山の姿が印象的な独立峰、山並みとして認識される連続し

た稜線と尾根筋の突端部、古木や大木及びそれらの樹林地

などは、長い歴史の中で形作られてきたもので、地域の特

徴的な景観を構成する骨格的要素として非常に重要です。

中には歴史の舞台や信仰の対象、愛着ある風景となってい

るものも多く、「地域の財産」として保全継承していく必要

があります。 

・造成を伴う開発行為や建造物等の建築にあたっては、これ

ら地域の特徴的な景観を壊さないよう、敷地内のみならず

遠い視点場からの見え方などにも留意して、開発地の選定

及び計画の検討を行ってください。 

●独立峰の頂部とは 

・周辺の地形から垂直方向に突出した山（独立峰）の最も視

覚的に目立つ部分を指します。国土地理院の地図において、

○○山○○岳等固有名称が記されている山は、地域のラン

ドマークとして親しまれてきたものである場合が多く、こ

れらが開発区域に含まれている場合は、ランドマークとし

ての特性を失わないように注意してください。 

●尾根筋の突端部等視覚的に明確な地形を有するものとは 

・周辺の地形から水平方向に突出した尾根筋の最も視覚的に

目立つ部分を指します。平野部に突出しているものは、地

図における等高線の状況、道路の屈曲状況、神社等の存在

に注意しつつ、現地においてその視覚的役割を判断する必

要があります。 

・これら突出した尾根は、改変すれば目立つ箇所なので注意

してください。 

印象的な独立峰 

×独立峰頂部では開発しない ×突出尾根では開発しない 

×山の稜線では開発しない 
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●連続した稜線とは 

・稜線が全く途切れなく一つの山系の輪郭を構成しているこ

とは極めてまれで、複数の稜線が視覚的に連続した形とな

っているのが通常です。ここでの連続は視覚的な連続を含

むものと解します。稜線を展望する場合には、敷地近辺の

みならず、遠い視点場からの見え方も考慮してください。 

●優れた樹容を有する樹木及び貴重な植生が存する箇所とは 

・自然環境保全地域や郷土記念物の指定を受けている箇所の

ほか当該地域の特徴的な景観を構成する要素となっている

樹木や植生については、本規定の適用対象として取り扱う

ものとします。 

●改変が軽微で景観の形成上支障がない場合とは 

・改変の程度が当該地域の輪郭線をほとんど乱さず、遠望し

た場合に改変の有無がほとんど目につかない場合に緩和す

る旨の規定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連続した稜線 

景観の骨格となる稜線 

湖、渓谷、滝なども特徴的な資源 
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開発地内に森林を保全しましょう 

森林の保全 

開発区域の面積に対して、原則として、次の表に掲げる割合以上の面積の森林が当該開発区

域内に保全されること。ただし、良好な地域環境の形成に資すると認められる場合は、新たに

造成することとなる森林の面積を含むことができる。 

開発区域の面積 森林の面積の割合 

5.0 ﾍｸﾀｰﾙ以上 50 パーセント 

1.0 ﾍｸﾀｰﾙ以上 

5.0 ﾍｸﾀｰﾙ未満 
40 パーセント 

1.0 ﾍｸﾀｰﾙ未満 30 パーセント 

  

［解説］ 

●森林の保全について 

・「森を生かす区域」は、現況森林のうち山裾の区域や田園の中の丘陵などであり、古くから里

山として利用されてきた場所です。その背後には奥山などと呼ばれる深い山が控えており一

体的な景観を形作っています。 

・周囲の森林環境を保全するための緩衝帯として、また森林と新たな開発との景観的な調和を

形作るため、開発規模に応じた適切な規模の森林を残してください。なお、存置する森林の

配置は、山の頂部や尾根筋、連続した稜線、貴重な樹木や植生などに配慮して計画してくだ

さい。 

●新たな造成森林について 

・防災対策などやむを得ない理由により伐採を

行った後新たに造成する森林、あるいは裸地

や崩落地などにおいて森林回復する場合な

ど、森林としての環境の向上に資する場合は、

新たな造成森林も保全森林面積に算入する

ことができます。 

 

森林環境との調和 保全と開発とのバランス 

［植栽密度の参考基準］ 

新たな造成森林の密度は下記の基準を参考とします。 

○環境の保全と創造に関する条例 

・おおむね 10 ㎡あたり高木（成木時 3m 以上）が 1本

以上 

・おおむね 20 ㎡あたり高木 1 本以上、その他の樹木

が 20 本以上 

○風致条例 

・10 ㎡あたり高木（成木時 3.5m 以上）が 1 本以上 

＋中木（成木時 1.5m 以上）が 2本以上 

独立峰がある場合の適切な配置例 尾根筋がある場合の適切な配置例 連続した稜線がある場合の適切な配置 
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森林景観と調和するよう、緑地の配置、緑化方法を工夫しましょう 

森林と建築物 
開発区域内の森林と予定建築物等は、次に掲げるところによるものとする。 

（1）予定建築物等と調和した景観を形成するよう樹木が適切に配置されること。 

（2）大規模な予定建築物等にあっては、主要な道路、集落等からみて相当の緑量を有する樹木

がその前面に配置されること。 

（3）宅地分譲に係る開発行為にあっては、建築後、森林景観と調和するよう宅地の規模及び形

状が適切に計画されること。 

道路沿い及び河川沿いの植栽 
 開発区域内の次に掲げる箇所には、原則として、景観の形成に有効な樹木が配置されること。 

(1) 主要な道路の沿道 

(2) 河川と開発区域との境界部 

緑地・植栽の質 
 開発区域内に樹木等を植栽する場合は、原則として、地域に適合した多様な在来種が選定される

こと。 

森林等の維持管理 
 開発区域内に保全された森林等は、適切に維持管理されること。 

［解説］ 

●森林と調和した景観形成について 

・「森を生かす区域」は、田園と森の中間に位置することから、

敷地内のみならず主要な道路や集落などの遠い視点場から

見たときに森と調和した景観を形作っていることが重要で

す。このため、開発区域の境界部や建築物等の近傍及び道

路・河川沿い、駐車場まわりなど、いわゆる「際（きわ）」

と呼ばれる部分には緑地を配置し、樹木等を用いた緑化修

景を工夫してください。 

・下記のように、森林環境と相違の大きい場合には、緩衝効

果や遮蔽効果を見込んだ緑地の配置と緑化方法について工

夫してください。 

○自然の中にコンクリートがむき出しになるなど「素材の相違」 

○周囲の樹木よりも高い建物が建つなど「規模の相違」 

○自然にはない原色を用いるなど「色彩の相違」 など 

●緑地や樹木の配置方法について 

・予定建築物等の規模、形状を勘案して、緑地がこれらと一

体となり、建築物等が緑の中に見え隠れするような景観と

なるように、緑地や樹木が配置されていることが重要です。 

森林に見え隠れする建物 

融合、長大な建物のイメージを緩和させる 

調和、形をやわらげる 背景の緑になじませる 
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●大規模な予定建築物等について 

・「建築物で、高さが 15m 超または建築面積が 1,000 ㎡超のも

の」あるいは「工作物で、高さが 15m 超（当該工作物が建

築物等と一体となって設置される場合は、その高さが 10m

超、かつ、当該建築物等の高さとの合計が 15m 超）または

その敷地の用に供する面積が 1,000 ㎡超のもの」を大規模

な予定建築物等とします。 

・大規模ゆえに遠方からも目立つため、敷地近辺のみならず、

遠い視点場からの見え方を考慮して、建築物等が緑の中に

見え隠れするような景観となるように、緑地や樹木を前面

に配置してくだい。 

●宅地分譲に係る宅地の規模及び形状について 

・宅地の規模は、おおむね 200 ㎡程度、現状有姿分譲でおお

むね 400 ㎡程度を標準とし、宅地の形状は、建築後その周

辺に緑化が可能となるよう、間口と奥行きとの割合を 1:2

以内の整形に近いものとします。 

●道路及び河川沿いの緑化について 

・主要な道路とは、開発区域への進入路となる道路及び当該

区域内の主要な道路で、開発区域周辺からもっとも目につ

きやすい道路を指します｡また、対象となる河川は、一級河

川、二級河川、準用河川とします。 

・主要道路沿いや河川沿いでは、開発区域が周辺の森林環境

になじむように、緑地を確保して、樹木を列植するあるい

は緑の固まりとしてまとめて配置するなど、地区の特性に

応じて適切に緑化してください。 

・ただし、既に街路樹が整備されている場合、河畔林などの

樹木が保全されている場合にあっては、それらとの調和を

優先するものとし、追加的緑化が不要となる場合がありま

す。 

建物と樹林との調和 

宅地分譲には余裕を持たせる 

適切な緑地の配置（山裾）の例 

主要な道路から見た場合（中景） 
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土地の造成方法や擁壁・法面等の緑化を工夫しましょう 

土地の造成 
 開発行為によって大規模な地形の改変が生じないよう、また、周辺の景観と調和するよう土

地造成が適切に計画されること。 

［解説］ 

●周辺景観と調和する造成とは 

・「森を生かす区域」は森林環境にあることから、開発にあたって土地の造成が必要となる場合

が多くなります。この場合、近景において景観上の影響を避けることはできませんが、遠方

から見た場合に大きく変わってしまうような大規模な地形の改変は、周辺森林との景観的な

調和を大きく乱すことになるので、最小限の造成にとどめるよう工夫してください。 

・開発区域を含む周辺地域の傾斜の方向や平均勾配を尊重する、あるいは保存森林や緑地で大

きな法面を覆うなど、現況地形を生かすよう工夫してください。 

 

 

擁壁等の緑化修景 
 擁壁等の緑化修景は、次に掲げるところによるものとする。 

（1）開発行為によって生じることとなる擁壁、排水施設等の工作物にあっては、原則として、

周辺の景観と調和した仕上げ、樹木等による緑化修景が行われること。ただし、周辺か

ら望見し得ない工作物で景観の形成に支障がないものは、この限りでない。 

（2）駐車場、屋外運動競技場等広い平面を生じる予定施設にあっては、その周囲等適切な箇

所に樹木等が配置されること。 

法面の緑化 
開発行為によって生じることとなる法面のうち、その傾斜度が 15 度以上のものにあっては、

原則として、適切な手法で樹木を配置した緑化修景が行われること。ただし、周辺から望見し

得ない法面で景観の形成に支障がない箇所は、この限りでない。 

［解説］ 

●擁壁や法面の緑化修景について 

・造成に伴い法面や擁壁等が必要となりますが、裸地あ

るいはコンクリート等がむき出しのままでは、森林環

境の中にあって非常に見苦しい印象を与えてしまいま

す。 

・森林と新たな開発との調和した景観を形作るため、法

面や擁壁等には樹木（植樹が困難な場合は地被植物、

つる植物等）を用いた緑化、又は木や石などの自然素

材の使用、あるいは緑化フェンスやフラワーポットの

利用など、景観に配慮した仕上げなどを工夫してくだ

さい。なお、法面の安定、擁壁や補助資材等の安全 

の確保には十分留意が必要です。 

地形に応じた施設配置 
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●開発行為によって生じることとなる擁壁、排水施設等の工作物とは 

・景観上の視点からとらえた工作物であって、表面に現れない

ものや小規模なものは除きます。擁壁にあっては地上高さ２

ｍ以上のもの、排水施設にあっては洪水調整池（堤体の部分

を除く。）について、周辺から容易に望見し得るものは、景観

に配慮した仕上げとする、あるいは緑化修景を行うものとし

ます。 

・建物の背後にあるなど通常の利用において、また開発地周辺

の道路や集落など遠方からも見えないものは必ずしも緑化修

景を行う必要はありません。 

●駐車場、屋外運動競技場等の緑化修景について 

・駐車場、屋外運動競技場等については、本来の機能を阻害し

ない範囲で、周囲から見た場合に森林環境となじむよう、周

辺部やエントランス部、関連建物や駐車場等に樹木を配置し

てください。 

・特に駐車場については、アスファルトやコンクリートのみで

覆うのではなく、緑化舗装や植栽の配置などを工夫してくだ

さい。 

●傾斜度 15 度以上とは 

・水平面と法面のなす角度が 15 度以上の場合をいいます。一般

に生ずる法面は、ほとんどこれに該当すると考えて差し支え

ありません。 

・一般に 15度未満の斜面は視覚的に奥行きを感じさせる程度の

傾斜であるが、15 度以上からは視覚的に垂直な面として感じ

させ始め、30 度以上になると視覚的に垂直面に近いものを感

じさせる傾斜とされています。このため 15 度以上のものにつ

いて配慮を求めるものです。 

 

 

 

 

 

 

・苗木植栽においては、植林保護を必要

としない 

・犬走りは、中木(H=1.8)の植栽が可能 

・法面中木植栽－法面保護及び植栽保護

としてシダ棚又は板棚を必要とする 

・法面高木植栽においては、上下そだ棚

等による保護を必要とする 

景観に配慮した仕上げ、 

又は緑化修景をおこなう 
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森林と建築物等との調和を工夫しましょう 

建築物の形態 
予定建築物等にあっては、地形を生かして建築物を分棟することなどにより、主要な道路、

集落等からみて開発区域周辺の森林から著しく突出しないよう、その配置、規模及び高さが適

切に定められること。 

［解説］ 

●敷地内のみならず主要な道路や集落などの遠い視点場から見

たときに、建築物等が周辺の森林から突出した印象とならな

いよう、下記のように、その配置、規模、高さを工夫してく

ださい。また、建物の前面に保全森林や緑地を確保するなど、

森林と建築物等とが調和した景観となるよう工夫してくださ

い。 

○大規模造成を避け、地形に沿った配置にしてください 

○建物を分棟化あるいは分節化して、長大壁面を回避し

てください 

○建物高さは周辺の森林の樹高程度に抑えて森林と調和

した景観をつくってください 

※このほか、建築物等の形状や色彩等も合わせて工夫す

ることが望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地形に沿った建物配置 樹林と調和する規模・形態 

背後の樹林との調和 自然との調和 

地形に合わせて分節化 

大規模な壁面を造らない 

森林から突出しない 
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基本的な考え方 

川とさとの区域は、現況の農地を主体とする集落等を含む区域であり、特に揖保川水系・千種

川水系の恵みとさとの暮らしとが密接に結びついている区域です。この区域では、今後とも農業

等の営みを通じて農地が持つ多面的な機能の発揮を図るとともに、農地、河川、集落等が調和し

たさととしての地域環境の形成を図り、人々の生活の場として緑豊かな環境の形成を目指してい

ます。 

この区域における開発にあたっては、開発・整備される建築物等を周辺の農地を中心とした「川

とさとの景観」になじむものとし、農地、河川、集落、新たな開発などが調和した魅力あるさと

の景観を形成することが大切です。 

○各宅地の庭、コモンスペースの緑により緑地を整備し、さとの景観になじませる 

○コモンスペースのシンボリックな樹木がランドマークとなる 

○建物と緑地が一体となって、背後の山並みへと連続した景観を目指す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川とさとの区域の運用指針 
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地域の特徴的な景観を保全しましょう 

樹木等の保全 
 開発区域内に次に掲げる箇所が含まれる場合にあっては、当該箇所の樹木等が保全されるこ

と。ただし、その改変が軽微で景観の形成に支障がない場合は、この限りでない。 

（1）良好な地域環境を形成している樹林 

（2）優れた樹容を有する樹木及び貴重な植生が存する箇所 

（3）地域に親しまれている樹木が存する箇所 

［解説］ 

●良好な地域環境を形成している樹木や樹林の保全について 

・さとにある古木や大木及びそれらの樹林、あるいは竹林や

河畔林、桜などの並木、貴重な植生、地域で愛着を持って

守られている庭木などは、農業や村づくりと一体的に長い

歴史の中で形作られてきたものです。地域の営みの歴史を

伝え、またさとの景観に潤いとやさしさを与えている要素

であり、良好な地域環境を形成する上で非常に重要です。 

・造成を伴う開発行為や建造物等の建築にあたっては、これ

ら地域の特徴的な景観を壊さないよう、敷地内のみならず

遠い視点場からの見え方などにも留意して、開発地の選定

及び計画の検討を行ってください。 

●優れた樹容を有する樹木及び貴重な植生が存する箇所とは 

・自然環境保全地域や郷土記念物の指定を受けている箇所の

ほか当該地域の特徴的な景観を構成する要素となっている

樹木や植生については、本規定の適用対象として取り扱う

ものとします。 

●地域に親しまれている樹木とは 

・ランドマークとなっている路傍の巨樹、集落の辻にある樹

木、祠
ほこら

等にある樹木、道路から見える庭木などの樹木をい

います。 

●改変が軽微で景観の形成に支障がない場合とは 

・樹林地の外観が維持され、遠望した場合に改変の有無がほ

とんど目につかない場合に緩和する旨の規定です。 

 

川と河畔林 

森林、農地、集落の調和 

川、さと、暮らしの結びつき 
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 さとの中の社
しゃ

叢
そう

林
りん

 

棚田の石積み 

シンボルとなる大木 

さとの中の歴史文化的資源 
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さとの景観と調和するよう、緑地の配置や緑化方法を工夫しましょう 

緑地の確保 

 次に掲げる緑地が開発区域内に確保されること。 

(1) 開発区域の面積（開発区域内に屋外運動競技場がある場合にあっては、開発区域の面積

から屋外運動競技場の面積を控除することができる。）に対して、原則として、20 パーセ

ント以上の面積の緑地 

(2) 屋外運動競技場及び周辺から見て景観上支障がない箇所を除き、開発区域の境界に沿っ

て、原則として、次の表に掲げる幅員以上の緑地（予定建築物等に応じた相当の緑量を

有する樹木が適切に配置されるなど周辺からみて景観上有効な措置が講じられる場合又

は予定建築物等の形態及び意匠が周辺の景観と調和すると認められる場合は、この限り

でない。） 

開発区域の面積 周辺緑地帯の幅員 

5.0 ﾍｸﾀｰﾙ以上 ５メートル 

1.0 ﾍｸﾀｰﾙ以上 5.0 ﾍｸﾀｰﾙ未満 ４メートル 

0.3 ﾍｸﾀｰﾙ以上 1.0 ﾍｸﾀｰﾙ未満 ３メートル 

0.3 ﾍｸﾀｰﾙ未満 ２メートル 
 

 

道路沿い及び河川沿いの植栽 
 開発区域内の次に掲げる箇所には、原則として、景観の形成に有効な樹木が配置されること。 

(1) 主要な道路の沿道 

(2) 河川と開発区域との境界部 

緑地・植栽の質 
 開発区域内に樹木等を植栽する場合は、原則として、地域に適合した多様な在来種が選定される

こと。 

緑地等の維持管理 
 開発区域内に保全又は確保された緑地等は、適切に維持管理されること。 

［解説］ 

●緑地及び緑地帯の確保について 

・新たな開発は広がりあるさとの中や河川沿いに位置するため、

主要な道路や集落あるいは周辺農地の多方向から眺められ、

目立つ存在となります。さとと新たな開発との景観的な調和

を形作るため、また周囲のさとの環境を保全するための緩衝

帯として、適切な規模の緑地を確保してください。また、開

発区域の境界部や道路・河川沿いには緑地を配置し、樹木や

竹、芝などを用いた緑化修景を工夫してください。 

●「緑地」の考え方 

・「緑地」とは、樹木、竹、花及び芝その他地被植物が適切な

割合で植栽され、景観上の遮蔽・緩衝・演出などの効果を有

する土地を基本とします。ただし、農地については、これに

含まないものとして取り扱います。 

田園からの見え方にも配慮 

主要道路沿道の緑化 
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・また、さとの環境と調和する景観形成の趣旨から、次のものもここでは緑地面積として算定 

できることとします。 

  ○樹木の成木時の樹冠の投影面積（※） 

  ○緑地と一体とみなせる水面や石などの 

修景要素及び緑地内通路 

○駐車場の緑化舗装あるいは植栽の部分 

 ○屋上緑化の植栽部分（勾配屋根の緑化 

部分等、周囲から視認できるものに限 

る） 

○壁面緑化の植栽による被覆部分（壁面に植栽基盤を直接設置するもの（基盤造成型）等

に限る） 

○その他、植栽等により修景措置された土地の部分 

●周辺緑地帯の確保について 

・緑地帯は樹木に加え竹や芝等を適切な割合で植栽してください。幅員の下限の２メートルに

ついても中木程度の植栽が可能な幅として定めたものです。 

・ただし、優れた造園手法により樹木以外の修景を行う場合や隣接農地への日影に配慮する必

要があり樹木の植栽が困難な場合、あるいは背後が山で緑地帯を確保することが景観形成上

有効でない場合にまで、樹木の存在を求めるものではありません。 

・また、民家風の建物とすることでさとの環境との調和が見込める場合や、低く流れるような

形で川の環境との調和が見込める場合など、予定建築物等の形態及び意匠そのものが周辺と

調和すると認められる場合には、一律的な周辺緑地の確保を求めない場合もあります。 

●周辺緑地帯の代替措置について 

・通常の出入り口に相当する箇所は、本規定の適用は受け

ません。また、集会施設、商業施設等で多方向からの人、

車の出入りに備える必要があり、道路に面する部分の相

当箇所について緑地帯の設置が困難な場合は、景観上有

効な代替措置によることも可能です。 

・緑地帯として連続的に設けることができない箇所につい

ては、樹木を点的に配置する、あるいは隅角部に集中し

て緑地を配置するなどの方法を講じることにより、通常の周辺緑地以上の緑視率を確保する

ことで、周辺緑地帯に代えることができるものとします。 

●宅地分譲の緑地面積の取り扱いについて 

・宅地面積が 150 ㎡以上の場合、一宅地内における住宅、

駐車場、物置等の「非緑化面積」を 120 ㎡として想定し、

「宅地内緑地面積＝宅地面積－120 ㎡」として算定できる

ものとします。 

●宅地分譲の周辺緑地の取り扱いについて 

・宅地分譲に係る開発行為にあっては、管理上の問題、負

担能力等を考慮し、宅地内緑地が将来確保されるに足る

だけの宅地の規模及び形状が担保されるものであれば、

植栽時の樹木の高さ 成木時のみなし樹冠面積 
１ｍ以上 2.5ｍ未満 3.8 ㎡ 
2.5ｍ以上４ｍ未満 8.0 ㎡ 

４ｍ以上 13.8 ㎡ 

開発区域周辺部分の宅地（Ａ～Ｌ）の最小面積≧200 ㎡ 

(単調な周辺緑地) 

(変化を持たせた周辺緑地) 

※ 中高木（成木時の樹高が概ね３ｍ以上となる樹木）につい

ては、植栽時の樹高に応じた「みなし樹冠」の面積（上表

参照）を緑地面積として採用できるものとします。 
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宅地内緑地を周辺緑地と同等の効果を持つものと見なします。 

・この規定適用にあたっては、次の条件のすべてに該当することが必要です。 

○開発区域内に現況森林が存在しないこと（存在する場合は保全されていること） 

○開発区域周辺部分に位置する宅地の規模が 200 ㎡以上であること 

○建築協定、分譲契約等において、壁面後退線、建ぺい率、容積率、空地の緑化、生け垣

の義務づけ等、将来、宅地内の緑地が確保される措置が定められていること 

●道路及び河川沿いの緑化について 

・主要な道路とは、開発区域への進入路となる道路及び当該区域

内の主要な道路で、開発区域周辺からもっとも目につきやすい

道路を指します｡また、対象となる河川は、一級河川、二級河

川、準用河川とします。 

・主要道路沿いや河川沿いでは、開発区域が周辺の景観になじむ

ように、緑地を確保して、樹木を列植するあるいは緑の固まり

としてまとめて配置するなど、地区の特性に応じて適切に緑化

してください。 

・ただし、既に街路樹が整備されている場合、河畔林などの樹木

が保全されている場合にあっては、それらとの調和を優先する

ものとし、追加的緑化が不要となる場合があります。 

●樹木の配置について（景観形成上適切な箇所、有効な樹木とは） 

・主要な道路、集落、社寺、橋の上などの視点場から見たときに、

建築物等が樹木の間に見え隠れするように配置してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

適切な緑地の配置（山裾）の例

 

主要な道路から見た場合（中景）

適切な緑地の配置（山裾）の例 

主要な道路から見た場合（中景） 
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緑と建築物等との調和を工夫しましょう 

建築物と緑地 
 開発区域内の緑地又は樹木と予定建築物等は、次に掲げるところによるものとする。 

(1) 予定建築物等と調和した景観を形成するよう緑地又は樹木が適切に配置されること。 

(2) 大規模な予定建築物等にあっては、主要な道路、集落等から見て相当の緑量を有する樹

木がその前面に配置されること。 

(3) 宅地分譲に係る開発行為にあっては、建築後、一定の緑地が宅地内に確保されるよう宅

地の規模及び形状が適切に計画されること。 

建築物等の形態 
大規模な予定建築物等にあっては、開発区域周辺の樹林等から著しく突出しないようその配

置、規模及び高さが適切に定められること。 

［解説］ 

●緑と建築物等との調和について 

・「川とさとの区域」では、広がりあるさとの中に建築物等

が立地するので、主要な道路や集落、あるいは周囲の農地

や河川から見たときに、さとの景観と調和した景観を形作

っていることが重要です。このため、開発区域の境界部や

建築物等の近傍及び道路・河川沿い、駐車場まわりなど、

いわゆる「際（きわ）」と呼ばれる部分には緑地を配置し、

樹木や竹、芝などを用いた緑化修景を工夫してください。 

・例えば、下記のように、さとの環境と相違の大きい場合に

は、緩衝効果や遮蔽効果、あるいは積極的にランドマーク

性を見込んだ緑地の配置と緑化方法について工夫してください。 

○自然の中にコンクリートがむき出しになるなど「素材の相違」 

○周囲の樹木よりも高い建物が建つなど「規模の相違」 

○自然にはない原色を用いるなど「色彩の相違」など 

●緑地や樹木の配置方法について 

・予定建築物等の規模、形状を勘案して、緑地がこれらと一

体となり、建築物等が緑の中に見え隠れするような景観と

なるように、緑地や樹木が配置されていることが重要です。 

●大規模な予定建築物等について 

・大規模な予定建築物等とは、「建築物で、高さが 15m 超ま

たは建築面積が 1,000 ㎡超のもの」及び「工作物で、高さ

が 15m 超（当該工作物が、建築物等と一体となって設置さ

れる場合は、その高さが 10m 超、かつ、当該建築物等の高

さとの合計が 15m 超）またはその敷地の用に供する面積が

1,000 ㎡超のもの」とします。 

・大規模ゆえに遠方からも目立つため、敷地近辺のみならず、

遠い視点場からの見え方を考慮して、建築物等が緑の中に

見え隠れするような景観となるように、緑地や樹木を前面

に配置してください。 

建物規模に応じた緑量 

緑との調和 

融合、長大な建物のイメージを緩和させる 

調和、形をやわらげる 背景の緑になじませる 
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●宅地分譲に係る宅地の規模及び形状について 

・宅地の規模は、おおむね 200 ㎡を標準とし、宅地の形状は、建築後その周辺に緑化が可能と

なるよう、間口と奥行きとの割合を 1:2 以内の整形に近いものとします。 

●大規模な建築物等の形態について 

・さとの環境にあっては、大規模な建築物等はもともと目立つ存在であることから、周辺緑地

帯の確保など緑による影響緩和を図ると共に、建築物等の形態についても景観上の配慮が必

要です。 

・主要な道路、集落など遠方から見たときに、周辺の樹林の高さに比べて、あるいは背後の山

の稜線に比べて、建築物等が突出した印象とならないよう、下記のように、その配置、規模、

高さを工夫してください。 

○大規模造成を避け、地形に沿った配置にしてください 

○建物を分棟化あるいは分節化して、長大壁面を回避してください 

○さとの環境における既存建築物はおおむね2～3階程度、高さ6～9m程度となっており、

これらとの調和のため、予定建築物等の高さが 15m を超える場合には、視覚的に小さ

く見えるようその形態、意匠等に特に配慮してください。 

 

 

 

 

 

 

 

緑との調和 周辺環境との調和 
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土地の造成方法や擁壁・法面等の緑化を工夫しましょう 

土地の造成 
 開発区域が優れた景観を形成している棚田等に隣接する場合にあっては、周辺の景観と調和

するよう土地造成が適切に計画されること。 

［解説］ 

●周辺景観と調和する造成とは 

・遠方から見た場合に大きく景観が変わってしまうような大

規模な地形の改変は周囲の農地等との景観的な調和を大き

く乱すことになるので、最小限の造成にとどめるよう工夫

してください。 

・特に棚田や石積み、あるいは河岸段丘など特徴的な景観要

素がある場合には、それらとの連続性に配慮が必要です。 

・開発区域を含む周辺地域の傾斜の方向や平均勾
こ う

配を尊重す

るなど、現況地形を生かすよう工夫してください。 

 

 

 

擁壁等の緑化修景 
 擁壁等の緑化修景は、次に掲げるところによるものとする。 

（1）開発行為によって生じることとなる擁壁、排水施設等の工作物にあっては、原則とし

て、周辺の景観と調和した仕上げ、樹木等による緑化修景が行われること。ただし、周

辺から望見し得ない工作物で景観の形成に支障がないものは、この限りでない。 

（2）駐車場、屋外運動競技場等広い平面を生じる予定施設にあっては、その周囲等適切な

箇所に樹木等が配置されること。 

法面の緑化 
 開発行為によって生じることとなる法面のうち、その傾斜度が 15度以上のものにあっては、

原則として、適切な手法で樹木を配置した緑化修景が行われること。ただし、周辺から望見し

得ない法面で景観の形成に支障がない箇所は、この限りでない。 

［解説］ 

●擁壁・法面等の緑化修景について 

・造成に伴い法面や擁壁等が必要となりますが、裸地あるい

はコンクリート等がむき出しのままでは、さとの環境の中

にあって非常に見苦しい印象を与えてしまいます。さとと

新たな開発との調和した景観を形作るため、法面や擁壁等

には樹木（植樹が困難な場合は地被植物、つる植物等）を

用いた緑化、又は木や石などの自然素材の使用、あるいは

緑化フェンスやフラワーポットの利用など、景観に配慮し

た仕上げなどを工夫してください。なお、法面の安定、擁

壁や補助資材等の安全の確保には十分留意が必要です。 

棚田は優れた文化的景観 

樹木を用いた法面緑化 
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●開発行為によって生じることとなる擁壁、排水施設等の工

作物とは 

・景観上の視点からとらえた工作物であって、表面に現れな

いものや小規模なものは除きます。擁壁にあっては地上高

さ２ｍ以上のもの、排水施設にあっては洪水調整池（堤体

の部分を除く。）について、周辺から容易に望見し得るもの

は、景観に配慮した仕上げとする、あるいは緑化修景を行

うものとします。 

・建物の背後にあるなど通常の利用において、また開発地周

辺の道路や集落など遠方からも見えないものは必ずしも緑

化修景を行う必要はありません。 

●駐車場、屋外運動競技場等の緑化修景について 

・駐車場、屋外運動競技場等については、本来の機能を阻害

しない範囲で、周囲から見た場合に周辺景観となじむよう、

周辺部やエントランス部、関連建物や駐車場等に樹木を配

置してください。 

・特に駐車場については、アスファルトやコンクリートのみ

で覆うのではなく、緑化舗装や植栽の配置などを工夫して

ください。 

●傾斜度 15 度以上とは 

・水平面と法面のなす角度が 15 度以上の場合をいいます。一

般に生じる法面は、ほとんどこれに該当すると考えて差し

支えありません。 

・一般に 15 度未満の斜面は視覚的に奥行きを感じさせる程度

の傾斜であるが、15 度以上からは視覚的に垂直な面として

感じさせ始め、30度以上になると視覚的に垂直面に近いも

のを感じさせる傾斜とされています。このため 15度以上の

ものについて配慮を求めるものです。 

 

 

 

景観に配慮した仕上げ、 
又は緑化修景をおこなう 

 

・苗木植栽においては、植林保護を必要

としない 

・犬走りは、中木(H=1.8)の植栽が可能 

・法面中木植栽－法面保護及び植栽保護

としてシダ棚又は板棚を必要とする 

・法面高木植栽においては、上下そだ棚

等による保護を必要とする 


